
２０２３年も残りわずか・・1年をふりかえり新年に備えよう！！ 
☆生徒指導部長より 

 「初秋の涼風」 

 

昨秋、母が鬼籍に入り、今夏には父が母の後を追うように鬼

籍に入った。父の葬儀の時に、お世話になった方々から口々に

言われたのが、「仲が良かったんだね」ということ。世間で

は、１周忌までに夫婦共に鬼籍に入ると、仲が良かったという

話になるらしいことを初めて知った。 

父が現役の頃は夜勤の仕事で、帰ってきたら、畑仕事を黙々

としていた。そんな父を見ていたので、父がもし倒れたらと思

うと心配していた。それぐらいハードワークだった。それなの

に母は、いつも父が仕事から帰ってくると愚痴を言っていた。

もし息子の私が言われたら腹が立って親子喧嘩になるような表

現の時にも、父は特に言い返さなかった。いつも「おうおう、

わかった、わかった」のような返答をしていた。そして父は畑

仕事に出かけて行く。この繰り返しだった。私はそんな母に反

抗していた。 

 

先日、実家の整理を一人でしていると、食器棚の中に、私が

小学校の頃使っていた赤のスーパーカーが描いてあるコップが

目に入った。そのコップを手にして見ていると、家族との賑や

かで活気のある思い出が湧き出てきて、涙も溢れでてきた。し

ばらく泣いていると、さざ波のような枝葉がこすれ合う音に気

づいた。その音が、寂しさを深くさせていった。思わず「お母

さん、お父さん」と呼んだ。その声は部屋の空間に吸い込まれ

ていった。 

そんな時、ふと思った。母の愚痴は私に対してだったのかも

しれない。「息子よ手伝えよ」と言っていたのかも・・・。 

私は高校時代から親元を離れて生活していたので、共同生活

には慣れていたが、なるべく周囲には迷惑をかけないように意

識しながらも、自分のやりたいことをしてきた。そんな我儘な

生活が、社会人になっても続いていた。だから、父が夜勤から

帰ってきて畑仕事に出て行った姿を見ても、手伝うことが一つ

もできていなかった。母は父にいろいろと言いながらも遠回し

に私に言っていたのかもしれない。 

 

私が好きなようにやらせてもらったことの一つは剣道であ

る。 

小学校３年の時に始めた。それから間もなく、父も剣道具を

購入して一緒にすることになった。父にとって３０歳過ぎてか

ら初めてやるスポーツとなった。それでも少し練習を重ねただ

けで、試合にも出ていた。当然なかなか勝てなかった。その父

の姿は、息子から見ても不器用な剣道で、かっこいいとは言え

なかった。 

それからも私は中学、高校、大学と剣道を継続し、全国の高

いレベルの経験をすることができたので、相当な自信があっ

た。大学を卒業し、島根に帰ってきたある日、父が久しぶり

に、「稽古しよう」と言ってきた。父はしばらく剣道から離れ

ていたので、「大丈夫か怪我するぞ」と聞いたが「大丈夫だ」

と父が言ったので、地元の稽古会がある日に親子の稽古をし

た。私は22歳。父は今の私の年齢ぐらいだ。 

父と向かい合い礼をして開始線まで入り蹲踞をした。私はい

つもの稽古のように立ち上がり父と構え合った。面金の間隙か

ら父を見た。その刹那、父の目つきが変わった。これまで私が

知っている父の目つきではなくなった。相討ちの覚悟をもった

「侍」のような目力があった。今でもその迫力は覚えている。 

父は発声よりも早く、気迫を込めて面や小手に飛び込んでき

た。私はそれらの技を竹刀で防御した。そして私は父の技の打

ち終わりには、打ち返していった。しばらく激しい攻防が続い

ていた。父は技を多くもっていないので、しっかり竹刀で防御

はできていた。しかし、なぜか竹刀越しから打たれている気が

した。 

一方、私が打ち返していた様々な技は、面、小手、胴と打突

部位にしっかりと当てていたはずなのに、打った気がしなかっ

た。 

いくら打っても父の心は動じなかった。 

時間の経過がとても長く感じた。また、周囲にはたくさんの

人が居たはずなのに、父と私しかいない特別な空間で稽古をし

ているような不思議な感覚があった。 

そして間もなくすると、父が動きを止めた。稽古を終えるた

めお互いに蹲踞をして礼をして竹刀を納めた。 

おそらく時間は５分程度だったと思う。 

父は話すことは得意ではなく、他の会話でも父から話すこと

はあまりなかった。そんな父が示してくれたのが、この稽古だ

ったのかもしれない。それは私の天狗になった鼻を折るため

に、父は必死に立ち向かってくれたのではないかと思ってい

る。体を張って教えてくれた父が居た。「息子よ自惚れるな

と」。 

 

この時が私と父との最後の稽古だった。 

 

今の私なら父を手伝える。今なら一緒に畑仕事もできる。し

かし今更である。時すでに遅い。もう少し早く親の思いに行動

で応えることができたなら・・・ 

父、母がいなくなってから気付く。 

私は親孝行したい気持ちを持っていたが、その行動や言葉が

伴わなかった。自分のやりたいことしかやってこなかった。も

う少し、心に余裕を持つことができていたらと・・・ 

秋の風を感じる実家に一人だった。心地よい風だった。この

風の中で、子供の頃から今に至るまでの多くの事を思い出し

た。そして、これまでの親不孝に気づくと、突然、冬の砂浜で

体に吹き付けてくるような、厳しく辛い後悔の風が、心の中を

吹きまくった。後悔だらけだ。 

 

さて、矢高生の君たちも、友人や周囲の人たちに対して、楽

しく、優しく接したいと思っていても、自分が思っていること

とは違う言動や行動をしてしまい、後悔する時があるはずだ。 

そんな時、君たちはどうしてきた。また、これからはどうす

る。 

 

私は、もし、できるならば、もう一度やり直したい。 

そんな思いになることが多すぎる。 

 

藤田和弘                         

矢 高 だ よ り 令和 5年 12月号 



☆令和６年 1月の行事予定と 3年生 3学期の予定                                

☆大会結果 

☆☆☆日頃のニュースやお知らせは、矢上高校ホームページに掲載しておりますので是非ご覧ください！☆☆☆ 

令和６年１月の予定 3年生 3学期の日程 

12/29 (金 )～1/4 (木) 完全閉舎日  
 
9 日(火)  始業式 
2         身だしなみ検査 
12日(金)  英検③(1次) 
18日(木)  特別休業日（推薦選抜 ） 

30日(火)  未来フォーラム 2023 

( 元 気 

１２月  
２月29日(木)  予行練習 
              卒業生会入会式 

3月1日(金) 

        卒業式 

20日（水）～22日(金） 

22日(金) 

共通テスト演習② 

終業式 

１ 月 

5日(金)・6日(土) 

９日(火) 

１３日（土） 

１４日（日） 

１７日(水) 

２４日(水) 

２５日（木）２６日(金) 

30日（火） 

共通テストリハ―サル 

始業式 

大学入学共通テスト 

(県立大浜田キャンパス) 

試験発表 

３年学年末試験 

   〃 
未来フォーラム 2023 

国公立大学一般選抜日程 

模試 2月 25日(日)～ 

3月  6日(水)～ 

      8日(金)～ 

12日(火)～ 

    20日(水)～ 

前期試験 
前期合格発表 

中期試験 
後期試験 
中期・後期 合格発表 

1年 進研模試 １６日(火)    
2年 進研模試 １６日(火) １７日(水)   

2年 就・公模試 ２４日(水)    

 

 

バスケットボール部 

島根県高等学校バスケットボール石見地区新人戦大会 

令和5年12月16日(土)～17日(金)/浜田高校 

【男子】１回戦 矢上８１―４３江津工業 

    ２回戦 矢上６１―５７益田翔陽 

    準決勝 矢上６７－６９浜田商業 ※1ゴール差！   

ベスト４ 

【女子】準決勝 矢上５４―４６浜田 

    決 勝 矢上４２－７８益田   準優勝！ 

バドミントン部 

島根県高等学校バドミントン新人大会 

令和5年11月10日(金)～12日(日)/浜山公園体育館 

【団体戦】男子 1回戦敗退 

【個人戦】男子ダブルス 森下瑠之介・寺本拓真ペアベスト16 

      シングルス 森下瑠之介            ベスト16 

女子ダブルス 吉岡明香・宇谷夢生ペア ベスト8 

      シングルス 吉岡明香、宇谷夢生     ベスト32 

剣道部 
島根県高等学校剣道選手権大会 
令和5年10月21日(土)～22日(日)/益田市市民体育館 
【個人戦】段原紳吾 2回戦進出 
     田村來夢 3回戦進出 
島根県高校新人剣道大会 
令和5年12月15日(金)～16日(土)/鹿島総合体育館 

【個人戦】小松杏莉、田村來夢  3回戦進出 

卓球部 

島根県高等学校新人卓球大会 

令和5年10月27日(金)～29日(日)/鹿島総合体育館 

【個人戦】 椿裕大郎、岸本俊平  3回戦進出 

文芸部 

第25回高校生文芸道場中国ブロック 鳥取大会 
詩部門 佳作 竹内野乃果 「晴色（はるいろ）シンフォニア」 

島根県民文化祭文芸（一般の部） 
散文部門 銅賞 竹内野乃果 「佳芳（かほう）の夢」 

農業クラブ 

第51回毎日農業記録賞   全国入選 中村心緑 

写真部  令和5年度高文連秋季写真コンクール  令和5年10月24日(火)/江津工業高校(リモート参加) 

【特選】  

 

 

 

 

 

 

片桐穂乃花「おかえり」    島津晴夏「小 庭」      原本蓮士「ぶんだんな世界」   鳥居ももか「田植えばやし」 

【入選】・神田 奏・花田龍之介・永倉琉晟・島津晴夏(2作品)・飯石聖己・原本蓮士・松村愛眞 
 

美術部 第56回島根県高校美術展 12月15日(金)～18日(月)/県立美術館 
入選 ※審査で入選のみ選考されます 

【絵画の部】  高橋美羽、柘植由貴奈、間千紘、溝端海咲、矢上優花 

【デザインの部】竹内野乃果、高橋美羽、間千紘、柘植由貴奈、溝端海咲、矢上優花 

 

矢上優花さんの絵画作品「Fried egg」（左端）が全国総文祭出品作品 

（県代表5点）の最終候補作品となりましたが惜しくも6位！ 

代表は逃しましたがすばらしい結果となりました！ 

中国大会 

男子ベスト４！女子準優勝！すごい(≧▽≦)！！ 


